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論文内容の要旨 
 
本論文は、20 世紀初期の欧米で起きたモダニズム運動の一翼を担い、ノーベル文学賞を受賞し
たＴ．Ｓ．エリオット(Thomas Stearns Eliot, 1888-1965)の初期詩作品、つまり、第一詩集『プ
ルフロックとその他の観察』（Prufrock and Other Observations, 1917）と『荒地』(The Waste 
Land, 1922)を主とする初期詩篇を対象に、そこに盛り込まれた音楽と絵画の要素を析出し、その
意味と機能を考察したものである。 
2015 年はエリオット没後 50 周年にあたり、この年の前後からエリオット研究の成果が多数公
刊されてきた。その中でも、本論文は、ロバート・クロフォード（Robert Crawford）の『若きエ
リオット――セントルイスから荒地へ』（Young Eliot: From St Louis to The Waste land, 2015）
とフランシス・ディッキー（Frances Dickey）の論文「オウムの眼――マネの一肖像画とエリオ
ットのふたつの肖像画」（“Parrot’s Eye:ＡPortrait by Manet and Two by T.S. Eliot”, 2006）
に触発され、クロフォードが注目したエリオット詩の「音楽性」（音楽／音）と、ディッキーの追
究した「絵画性」（絵画／映像）を複合的に詳細に追究している。本論文は序章と結章を除き、2
部 5 章からなり、構成は概略以下の通りである――  
 
第１部 
第 1 章「J. アルフレッド・プルフロックの恋歌」における「観察」と「恋歌」をめぐって 
第 2 章「ある婦人の肖像」における「音楽」と「絵画」 
第 3 章「前奏曲集」「風の夜の狂詩曲」における「視覚」と「聴覚」の役割 
第２部 
第 4 章『荒地』におけるワーグナーの 3 つの楽劇  
第 5 章 モダンでクラシカルな「音景」－『荒地』と『春の祭典』の騒音(ノイズ)をめぐって 
 
第 1 部では、エリオットの第一詩集『プルフロックとその他の観察』の作品世界を構成する、
視覚的・聴覚的に描出された詩行を、この詩集のエピグラフに用いられたダンテ(Dante Alighieri, 
1265-1321)の『神曲』(La Divina Commedia, 1321)を中心とする古典作品と対比的に読み解き、
エリオットが描き出した同時代の地獄的様相を明らかにしようとしている。 
第１章は 3 節からなる。第一詩集全体、およびその中の「J.アルフレッド・プルフロックの恋
歌」には、『神曲』からとられた詩行がエピグラフとして付されているが、このエピグラフがエリ
オット詩とどのような関係にあるかを追究している。分析に際しては、第一詩集題名にある「観
察」を分析の視点とし、「J.アルフレッド・プルフロックの恋歌」の視覚的世界の様相が考察され
ている。第 1節「エピグラフから読む観察」は、「ふたつのエピグラフと観察者ダンテ」、「医師に
よる観察」、「「観察」される 20 世紀のハムレット」について、第 2節「プルフロックが隠したか
ったもの」では、「観察」の観点から、主人公が隠したかったものの実態に迫り、それが自己の「神
経組織」「嘘」「性愛」だとしている。第 3 節「恋歌をめぐって」は、本詩題名の「恋歌」を分析
の視点とし、この詩の視覚的・聴覚的世界について検証し、「ミケランジェロ「恋歌」と生首」、
「売春宿から聞こえてくる音楽」、「人魚の歌声」が論じられている。 
第 2 章では、詩「ある婦人の肖像」における音楽的・絵画的要素が追究されている。第 1節「室
内楽曲としての「ある婦人の肖像」 」では、「“false note”をめぐって」、「霊が奏でる音色」、
「私通の調べ」、「乱れる髪が奏でる音楽と自動演奏」、「ショパンとある婦人」、「男と女のエンハ
ーモニック転調とその崩壊」が主として論じられている。また、第 2 節 「オウムと女の肖像画
の系譜をめぐって」では、エリオットが「ある婦人の肖像」以前にマネの『女とオウム』を描写し
た詩「肖像について」を書いていることから、「女とオウム」を描いた西洋の美術的系譜とその図
像的意味について考察し、これと「ある婦人の肖像」とを対照比較し、この詩の意味世界を読み
とろうとしている。 
第 3 章では、「前奏曲集」および「風の夜の狂詩曲」にみられるワーグナーの「ライトモチーフ」
の技法やその詩的効果の諸相について考察している。第 1節「「前奏曲集」におけるライトモチー
フ的技巧の萌芽」では、「前奏曲」第１・第 2・第 3・第 4 の視覚的・聴覚的イメージが具体的に
検討され、第 2 節「「風の夜の狂詩曲」と映画「ファントマ」:街灯のライトモチーフ」では、詩
「風の夜の狂詩曲」に描出された「街灯」に照らしだされた「街」の風景は、それぞれ「音」をと
もないつつ変化していることに着目し、その意味を追究している。  
第 2 部は『荒地』を研究対象とし、それに作曲家のワーグナーとストラヴィンスキーの楽曲や
曲想を関連付け、『荒地』の読みの可能性を追究している。 
第 4 章「『荒地』におけるワーグナーの 3 つの楽劇」の第１節「「タロット・カード」の絵とそ
の役割」では、「マダム・ソソストリスによるタロット占い」、「水死したフェニキアの水夫のカー
ド」、「ベラドンナというカード」、「三叉の王笏を持つ男のカード」、「車輪のカード」、「片目の商
人のカード」、「何も描いていないカード」、「吊られた男のカード」をめぐりその意味を読み解き
つつ、各カードの絵とワーグナーが案出した作曲技法「ライトモチーフ」とを結びつけ分析し、
どのような意味世界が構築されているかを明らかにしている。さらに、第２節「ワーグナーの 3
つの楽劇の「声」のポリフォニー」では、 『トリスタンとイゾルデ』、『パーシファル』、『神々の
黄昏』というワーグナー楽劇の「声」が、どのように『荒地』に組み込まれているかについて解明
がなされている。 
第 5 章「モダンでクラシカルな「音景」－『荒地』と『春の祭典』の騒音(ノイズ)をめぐって」
では、『荒地』をストラヴィンスキーのバレエ音楽『春の祭典』を引き合いにだしながら、第 1節
「雷鳴」では「緊張」と未解決の「不協和音」、第 2節「鐘」では「鐘」の復調性的な「不協和音」、
第 3節「機械音」では「機械類」の不均整なポリリズムの「不協和音」を扱い、それらが『荒地』
の意味世界をいかに複雑かつ多層的で、しかも野生的生命力にあふれるものにしているかを検証
している。  
 
 
論文審査の結果の要旨 
 
１ 批評 
本論文が追究対象とした第一詩集や『荒地』を主とする初期詩篇には、ワーグナー楽劇の台詞
の一部やショパンなどの名、そしていくつかの楽器類が詩行に具体的に配置されている。それと
一緒に、当時の大都市に氾濫する騒音も描出されている。本論文著者は、この事実に着眼した。
近年、エリオット詩に盛り込まれた音楽や絵画をめぐる研究がなされ、初期試作の詩の再評価が
進んでいる。本論文はこの研究動向の一端を担うもので、第一詩集と『荒地』を対象に、詩中に
言及されるダンテの『神曲』、音楽／音や絵画／映像の有り様を具体的に追究している。本論文の
主たる成果は、概略、以下のようになる。 
第 1 章ではまず、詩表題の「観察」が、主として主人公「プルフロック」の精神の「経過観察
記録」であることを突き止め、彼が隠蔽しようとしているのは臆病さ・恋心・性愛だと読み、そ
の内面の分裂や葛藤をダンテやオデュッセウスの心情と結びつけることで、彼の苦悩を歴史的苦
悩に連鎖させた。また、麻酔・幻灯機・嘘発見器といった当時最新の科学技術に触れつつ、ワー
グナー由来の「ライトモチーフ」的技法を巧みに絡み合わせ、視覚的・聴覚的イメージの豊かな
詩を描き上げたと評価した。 
第 2 章は、音楽・絵画の両視点から「ある婦人の肖像」を分析し、婦人の言動に「不協和音」
を駆使し始めたバロック音楽とショパンに代表されるロマン派音楽を読みとり、青年の独白に、
クラシック音楽のアンチテーゼである原始音楽、更にレービコフや機械文明が生んだピアノラに
代表される印象派音楽を読みとった。絵画面では、マネの『女とオウム』と『エミール・ゾラの肖
像』を併置し読みの観点を創出し、この詩が絵に複数の絵を引用するマネの手法を採用したと指
摘し、詩の読みの可能性を追究した。ロマン派に影響力のあったフュースリーの『悪夢』、「聖ト
マスの不信」をテーマとするバロック期絵画、さらに『エミール・ゾラの肖像』に引用されたモ
ダニズムの先駆者ゴヤの『ロス・カプリチョス』が示唆されているとした。とりわけ、“cauchemar” 
からフュースリーの『悪夢』とレービコフの『悪夢, 心理学的な音楽の絵 第 4番』を読みとった
のは、本論文の大きな成果である。 
第 3 章は、第一詩集の「前奏曲」と「風の夜の狂詩曲」に描出された聴覚的・視覚的イメージ
を分析し、そこに「ライトモチーフ」的技法の萌芽を見いだし、断片的に並置されたイメージ展
開の道標を司る「ライトモチーフ」が、詩に統一感を付与していると指摘した。 
第 4 章第 1節では、各タロット・カードの絵の意味を読み解き、それがワーグナーの「ライト
モチーフ」に対応し、『荒地』世界の展開の道標として機能していると指摘した。ワーグナーのよ
うに、各カードの絵の意味は独立しているかに見えつつ相互連関し、コーダで統合されて大きな
詩的世界を構成しているとした。第 2 節では、『荒地』とワーグナーの『トリスタンとイゾルデ』
『パーシファル』『神々の黄昏』という 3 つの楽劇との内容上の関連性を各々の詩行に沿って論
じ、それらの楽劇の断片が聖杯伝説と関連し、『荒地』の詩想の核心をなしていることを明らかに
した。その過程で、『荒地』の中の「声」は、ワーグナーの楽劇から引いてきた「声」だけでなく、
聖杯伝説や『神曲』といった古典と根底においてポリフォニーを奏でつつ、部分的には「不協和
音」をも生み出していると指摘した。こうしたワーグナー楽劇の援用で生じる意味の相互浸透や
ねじれといったものを積極的に活用する詩作態度は、ストラヴィスキーの擬古典主義的創作態度
と通底しているとした。  
第 5 章では、大音量の器楽演奏や「不協和音」というストラヴィンスキー『春の祭典』の特徴
的要素が『荒地』に見られ、とりわけ後者は原始的躍動感と生命的エネルギーを感じさせる装置
だと指摘した。また、エリオットは「騒音」を特徴とする都市の「音景」を描き、未来派の流れを
汲むパウンドに伍するが、キリスト教的救いの「音」を響かせるという違いがあるとした。『神曲』
等の古典の援用は、古典主義への憧憬やロマン主義への郷愁ではなく、過去／現在の同時存在と、
両者間に生じる詩的イメージのねじれ（不協和）に価値を見出したからだとしている。この「歴
史感覚」がストラヴィンスキーにもみられることから、両者間には芸術的感覚や創作原理におい
て通底するところがあると結論づけた。中世教会音楽で忌避されていた「不協和音」を、エリオ
ットはコミュニケーションの齟齬や対立概念の並存を示す装置として利用したとしている。 
結論として、エリオット初期の詩の視覚的・聴覚的効果は、古典派、ロマン派、印象派、キュビ
ズム、擬古典主義の音楽／絵画のみならず、20 世紀の科学技術や騒音が錯綜して生みだされたも
のだが、そこに『神曲』が今日的視点から加わりその効果をまとめあげ、中世と現代、視覚と聴
覚の領域が交錯した、モダンでクラシカルな「音楽の絵」、つまり『神曲』地獄篇の現代版が形成
されているとしている。 
本論文は、難解で知られるエリオットの初期詩編群に果敢に取り組み、メディアの異なる芸術
領域を横断的かつ徹底的に検討しようとする意欲と姿勢は高く評価されるべきで、実際に遂行さ
れている。また、音楽領域から導入された「エンハーモニック転調」という用語は、本論文の独
創的な部分であり、エンプソンの「曖昧」の批評用語に匹敵する。絵画領域に適用可能かは不明
であるが、少なくとも文学批評領域においては、作品中のモチーフの展開、あるいは回帰的なテ
ーマ――違ったところに進んでいるように見えて、その実、同地点（ないし似たような位置）に
戻ってくるような状況――を扱うために有用な用語となる可能性がある。 
以上のように、多様な成果のある本論文ではあるが、望まれる点もないわけではない。まず、
論点が十分な掘り下げがないまま、先へ滑るように進行する傾向にある。また、最初に結論あり
きのような印象を多々受けるのも、論の展開の問題である。さらに、第 1 部で展開した音楽・絵
画の視点は、第 2 部では音楽だけの視点となっているが、絵画の視点からの分析が加わると、ま
た別の読みが『荒地』にもたらされたと思われる。個別的発見と新たな解釈が数々なされている
が、それらが作品の新たなテーマ解釈に必ずしも繋がっているわけではない。一般的な〈レッテ
ル〉に対し、より批判的な姿勢を身に着けてほしい。論者が主として取り扱う領域に用いられる
レッテルは〈モダニズム〉だろうが、この用語が芸術領域によって、国や地域の違いによって、
その発現の時期や意味内容が大きく異なることは明らかである。音楽には音楽特有の〈モダニズ
ム〉があり、絵画には絵画に特有の〈モダニズム〉がある。この両者はどのような共通する特徴
を示すのか？その共通する特徴は文学の〈モダニズム〉にも見られるものなのか？〈モダニズム〉
というレッテルの方向からではなく、共通する特徴―例えば、音楽においても、絵画においても
発現している独特な、〈モダニスト的〉としか表現できない〈リズム性〉という現象―の方からの
視点も備われば、議論に更なる説得力が加わると思われる。とはいえ、こうしたことは今後の課
題としてよく、本論文が新たな知見をエリオット研究に加えたと判断できる。 
 
２ 最終試験 
平成 29 年 2 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論文につい
て著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致
で合格と判定された。 
 
３ 結論 
以上により、審査委員会は本論文が博士（文学）の授与に値するものと認めた。 
